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2020年７月 17日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 Ａ Ｓ Ｉ Ａ Ｎ  Ｓ Ｔ Ａ Ｒ 

代 表 者 名 代表取締役社長 東  和 雄 

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946） 

問 合 せ 先 経 営 企 画 室 長 木 下 美 里 

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表） 

 

 

2020年 12月期第２四半期（累計）業績予想の修正および 

通期業績予想の修正（未定）に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、2020 年２月 14 日付「2019 年 12 月期 決算短信〔日本基

準〕（連結）」にて公表いたしました 2020 年 12 月期第２四半期（累計）連結業績予想を修正いた

しましたので、お知らせいたします。 

 また、2020 年 12 月期通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響

を主要因とする最近の業績動向を踏まえ、下記のとおり未定とすることといたしましたので、お

知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

(1)2020 年 12月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

（2020 年１月１日～2020年６月 30日） 

  

売上高 営業利益 経常利益 
親 会 社 株 主 
に 帰 属 す る 
四半期純利益 

１ 株 当 た り 
四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 

 

（Ａ） 

百万円 

1,358 

百万円 

△7 

百万円 

△8 

百万円 

△10 

円 銭 

△0.61 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 1,053 △31 △30 △51 △2.86 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) △305 △24 △22 △40  

増 減 率 （％） △22.5 － － －  

（ご参考）前期実績 

2019年 12月期 

第２四半期累計期間 

1,212 1 △6 △20 △1.15 
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(2) 2020年 12月期通期連結業績予想数値の修正（2020 年１月１日～2020年 12月 31日） 

  

売上高 営業利益 経常利益 
親 会 社 株 主 
に 帰 属 す る 
当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 

 

（Ａ） 

百万円 

2,500 

百万円 

36 

百万円 

35 

百万円 

26 

円 銭 

1.46 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 未定 未定 未定 未定 未定 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) － － － －  

増 減 率 （％） － － － －  

（ご参考）前期実績 

2019年 12月期通期 
2,028 △72 △85 △197 △11.03 

 

 

２．業績予想の修正の理由 

(1)2020 年 12月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正の理由 

 当社は 2020 年２月に公表いたしました中期経営計画に基づき、事業基盤である不動産サー

ビス事業の強化拡大と、日本において高い付加価値を誇る事業分野のアジア展開のサポートを

新たな事業ドメインとして、企業規模の拡大を推進しております。 

2020年 12月期第２四半期におきましては、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を受け、

国内事業においては移動規制や活動自粛の影響により、横浜及び南紀白浜における戸建住宅の

開発・販売が当初の計画通り進捗せず、中国事業においても同様の影響により、賃貸管理事業

における管理料の減額、稼働率の低下等により、従来の予想を下回る見込みであります。 

 

(2)2020 年 12月期通期連結業績予想数値の修正の理由 

 国内においては、５月 25 日の緊急事態解除宣言以降、経済活動が徐々に再開されており、

当社中国事業の主要拠点がある上海エリアにおいても、諸制限緩和により経済は回復基調にあ

るものの、新型コロナウイルス感染の再拡大について予断を許さない状況であり、経済全体の

自粛・規制の影響が本年度後半にも引き続き大きなインパクトを与えると予想されることから、

今後の国内・国外事業の動向について予測することが非常に困難な状況となっております。

2020 年 12 月期通期連結業績の数値については、上述のとおり新型コロナウイルスの感染拡大

に伴う影響額を合理的に算定することが困難なことから、現段階では未定とさせて頂きます。

今後、業績の見通しの算定が可能となった時点で公表する予定としております。 

 

 

 

（注）上記記載の業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と

異なる場合があります。 

 

以 上 
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